
第１章 ユニバーサルデザイン 就学前 

第１章  ユニバーサルデザイン 

１ 就学前の実践例 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

図にして説明 

ゲームのルールの 

視覚化 

ゲームの方法を「指示書」にして 

貼っておき自分で確認できるよう

にする。 

ミニチュアを実際に動かしながら

説明することで、ルールの理解が 

深まる。 

 

言葉のみの説明だけでは

イメージしにくい子供の

ために、図にして示すと 

理解が深まる。 

保育・療育の事例 



第１章 ユニバーサルデザイン 就学前 

 
 
 
 
 
 
    
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

片付け方の見本の写真 

気になりやすいものを隠す 

見本の写真を元に自分で片

付けができる。クラスで共

通理解もしやすい。 

 

遊ぶ時間と活動の時間に

区切りをつける。 

活動に集中できるように

する。 

興奮して大きな声でしゃべ

り始めた時に、この掲示物

を示して声のレベルを下げ

るよう意識づける。 

声の大きさを視覚で表す 

環境作りの事例 
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だれでも分かる予定表 

行動を細分化して 

視覚で伝える 

一日の流れが分かり見通しを

持って活動できる。 

日課変更の時にも、どのよう

に変更になったのか分かりや

すい。 

手洗い場などその行動を行

う場所に貼っておき、自分

で確認しながらできるよう

にする。 
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靴の履き替え 

教室の変更 

日にちの確認 

トイレに行く時に、上履きからスリ

ッパに履き替える。 

脱いだ上履きを並べやすいように、

線とイラストで視覚的に分かりや

すく示している。 

縦割りと横割りの部屋があるので、

自分が所属するクラスの場所が分

かるように、部屋の入口に見取り図

を掲示している。 

毎日シール帳にシールを貼る。 

日付が分かるように、今日の日に

ちをシールを貼る場所の近くに置

いている。 
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時間の確認 

明日の見通し 

今日の日課の確認 

外遊びに行っている時に、片付

けの時間を子供たちに知らせ、

見通しがもてるようにしてい

る。 

前の日に、次の日の予定を子供

たちに知らせて、次の日に期待

がもてるようにしている。 

子供たちと一日の流れを決

め、ホワイトボードに書き、

今日一日の遊びに見通しがも

てるようにしている。 
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安心できる場所 

気持ちが落ち着かない時やパ

ニックになった時に、ゆっく

りできるベンチ。 

近くには、お気に入りの本が

ある。 

昼食の準備 

昼食の準備の方法を黒板遊

びで実際に動かしながら、知

らせている。 
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２ 小学校の実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業作りの事例 

授業の流れを毎時間、同じにする 

「学習問題」→「予想」→「実験」

→「結果」→「まとめ」→「感想」

と毎時間、同じ流れにすることで

見通しをもつことができる。 

書画カメラの使用 

話しているポイントや注目してほ

しいところをテレビに映す。興味

をもったり、注目したりすること

ができる。 

授業の流れが見て分かる 

授業の流れが分かりやすく、言葉

の指示だけでは分からなかった

り、聞き逃したりしても確認でき

る。 
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既習学習の掲示 

前の時間までに学習した内容を授業の時に掲

示していくことで、今までの流れや今日やる

ことが確認できる。 

日常の具体物を使う 

日常の中で使っているものや身近な

具体物を使用することで、理解しやす

くなったり興味をもちやすくなった

りする。 

選べるヒントカード 

認知の仕方や学力に差があっても、授

業が分かり問題が解ける。 
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学習のヒントを掲示 

作文の書き方のきまりや書く内容

のヒント、感想の言葉などをいつで

も見える位置に掲示している。 

片仮名が苦手な児童のために、片仮

名表を掲示しておく。 

 

発表の定型文を掲示する 

発表方法の定型文を掲示しておく。 

個別にヒントカードとして使うのも 

ＯＫ！ 
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板書について① 

文字を大きく書いたり、行間

を大きくあけたりすること

で見やすく読みやすくなる。 

板書について② 

学習課題を事前に紙で

用意しておくことで、

子供の書く時間を多く

とることができる。 

板書について③ 

学習した内容や授

業の流れが板書を

見ることで分かる

ようにする。 
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片付けや整理に関する例① 

片付けや整理に関する例② 

何をどこに片付けるかを一目で分か

るように写真で示す。 

自分のぞうきんをかける場所を番号

や洗濯ばさみで示す。 

正しい傘の入れ方や靴の入れ方を掲示

している。 

正しい机の位置を記すことで机と椅子

がきれいに並べられる。 

配膳台の片付け方を視覚的に分かりや

すく示す。 

全校で統一することで学年が上がって

も戸惑いが少ない。 

環境作りの事例 
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時間に関する例 

始まりの時間と終わりの時間をアナ

ログ時計でも分かるように提示する。 

その日の日程を教室後方の黒板に提

示する。 

デジタル時計でも提示している。 

手順を分かりやすく 

掃除分担が変わっても手

順を見て自分で取り組め

る。方法がだれにでも分か

りやすく、確認しやすい。 

気になりやすいものを極力減らす 

視覚刺激が少なく整理整頓された

環境をつくり、学習に集中できる

ようにする。 
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場所に関する掲示 

教室配置は毎年変わることも多く、場

所を覚えられない児童のために。 

また、保護者や来校者にとっても分か

りやすい。 
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３ 中学校の実践例 

 

 

｢学習課題・まとめ｣のカード 

具体物を使用 

教科ごとに共通のカードを使用する。授業のポイントが把握しやすくなる。 

＜例・数学＞ 

具体物を使用し、数量関係を 

数式と結びつける。 

授業作りの事例 
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図を使って分かりやすく 
＜例・数学＞ 

記号と数字を図で表し、等式の関係を分か

りやすくする。 

授業の流れが見て分かる 
板書や電子黒板を見ることで、学習してい

る内容や課題が分かるようにする。 

＜例・家庭科＞ 

作業工程のポイントや具体物を提示す

ることで、確認しやすくなる。 

作業手順の提示・具体物の使用 
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作業手順と話し合いの内容を提示 

＜例・技術科＞ 

学習内容や話し合いのポイントを板書等で提示したり、タブレットを使用し

て実際の様子を動画で確認したりすることで、学習の内容が分かるようにす

る。 

 

作業手順を提示 
＜例・技術科＞ 

作業の各工程を写真や映像等で、確認

しながら進めることができる。 

スクリーン 
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時間の表示 

タイマーを電子黒板で表示し 

活動時間を視覚化する。 

学習手順のカード 

＜例・音楽＞ 

合唱のパート練習で、どのよ 

うな視点で練習をしていくか 

を分かりやすくする。 
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＜国語科＞ 

・発表、話し合いのルールの確立を図る。 

指名されたら、返事をして椅子の通路側に立つ。 

「～と思います。～からです。」と文末まで最後まで言う。 

「～に対し、・・・と思います。」などのように、意見の述べ方を学ぶ。 

・考える時間をとり、ノートにまとめる時間を確保する。 

・授業開始から５分間の漢字練習をし、週に１回程度小テストを行い、漢字の定着を図る。 

＜社会科＞ 

・単元ごとのまとめの授業など、自分の考えを書いたり、発表したりする場面を意図的に設定する。 

・小グループの学習活動を取り入れるなどを工夫し、｢学び合い｣は成立しやすい学習環境を作る。 

＜数学科＞ 

・チャイムと同時に計算プリントを実施し、基礎的学力の向上を図る。 

＜理科＞ 

・実験器具の基本操作を定着させるために、実験・観察の個別化を図る。 

・単元終了後に、一問一答式の問題演習の課題を行う。 

・段階を踏んで、小テストに取り組む。 

・赤シート、青シートで、重要語句を隠して復習する。 

＜音楽＞ 

・鑑賞活動において、自分の感じたことを言葉で表現させるために共通事項の重点目標を明確にす

る。 

＜美術科＞ 

・参考作品などの資料の収集に努め、提示の仕方を工夫する。特にパワーポイントを使ったプロジ

ェクターの活用を重視する。 

＜保健体育科＞ 

・単元ごとにめあての立て方や評価の基準を伝え、見通しをもたせる。 

・生徒が授業で学んだことを記入しやすいような形式の学習カードを用いる。 

＜技術・家庭科＞ 

・基礎的な知識や技能を繰り返すことにより、定着を図る。（小テスト等） 

＜英語科＞ 

・基本文・重要構文のペア練習を行う。 

・ノートに表現コーナーを設け、継続的に表現活動に取り組む、学習した表現を用いた自由作文、

接続詞を含めたやや長い文、話題のつながりを意識したまとまりのある文章やスピーチ原稿を書

く。 

教科ごとの共通の手立て 

教科ごとに、全学年で共通して取り組む手立てを図る。学年で教科担任が違っても、

授業の取り組み方が同じになる。学年が上がっても、教科で統一しているので、生

徒の戸惑いが少なく、授業のユニバーサル化につながる。 

＜抜粋＞ 
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授業デザインシート 

観点別評価に基づいて、授業内容等をチェックする。ユニバーサルデザインや

合理的配慮についても関連してチェックすることができる。 
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年度始めにモデルとなる教室環境を示した資料を職員に配布 

する。 

校内で統一した教室環境① 

 

 
棚の中が見えないよ

うにカーテンで覆う 

学期・年間を通すものは美的要素 

を十分に考える 

 

 

生徒の参加した（学級会、

委員会等）環境づくり 

教室環境について      学習指導部 

 施設・設備・保温・採光等の物的環境と生徒と教師、生徒どうしがつくり出す創造的、

情操的な学級文化をつくりだす人的環境が考えられる。特に教室の壁面利用は、種々の

情報交換の場であり、選択し考えを深める場でもある。従ってその利用度、内容は学級

生活の活発さや進む方向を示すバロメーターともいえる。  

１ ポイントある利用 

（１）年間を見通した計画利用。 

 （２）生徒の参加した（学級会、委員会等）環境づくり。 

 （３）生徒の成長が目に見える掲示物。 

  ＊学級担任の経営方針に基づき、適宜なるアドバイスをしましょう。 

２ 掲示内容  

（前面） 

 

 

 

 

   

 

 

 

※掲示場所例【教室前方側面】：努力目標、時程、日課表、いじめゼロ宣言 

【教室後方側面】：委員会、教科リーダー、係活動ポスターなど 

【教室後方】  ：学級目標、心の三本柱、各通信、生徒作品 

【教室扉】     ：避難経路、不審者対応 

【教室柱】     ：カレンダー、学級組織など 

※次ページの図を参考にしてください。 

（その他考えられる掲示物） 

・短学活の進め方・清掃割り当て・班関係・学習関係 など 

 ３ 注意すべきこと 

（１）学期・年間を通すものは美的要素を十分に考える。 

（２）印刷物は適時にとりかえる。 

（３）誤字、脱字、当て字は無いようにし、色、文字にも考慮する。 

（４）小さな文字の印刷物は、目の届く範囲に掲示する。 

（５）画鋲の取り残し、テープ跡、紙の一部はがれ、切損はないようにする。 

 （６）大きな貼布用紙は、輪郭線か、色紙テープを周囲に貼ることで内容がしまる。 

 （７）施設・設備の破損修理は破損が大きくならない内に修理する。 

 （８）教卓の利用については、教科担任を優先し、極力物は置かない。 

教
育
目
標 

た
く
ま
し
く 

豊
か
に 

ね
ば
り
強
く 

授業の心得 

・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

   黒板 

（黒板には連絡事項などは書かない） 

教師用 

ロッカー 

日
付 

日
直 

 

ロッカーの上は極力何も 

置かない 

生徒の成長が目に見える掲示

環境作りの事例 
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校内で統一した教室環境② 

掲示物の内容、位置などを細かく提示して、教室環境を統一する。    
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自主学習の勧め① 

廊下に学習コーナーを設置し、学習プリントはだれでも利用できるようにする。 

見通しをもって、家庭学習に取り組むことができるように、曜日ごとに家庭学習

を行う教科を設定し、その日の家庭学習プリントをケースに入れておく。 

 
学級数分のケースを用意する 

自主学習の勧め② 
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進路コーナー① 

必要な高等学校の情報が一目で分かるように、各学校のコーナーごとに色別にして

掲示している。 

 

国立・公立高等学校 

県内私立高等学校 

新着の情報が一目で分かるようにマークを付け

て掲示をしている。 

 

 

進路コーナー② 
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作品展示コーナー 

掲示物の工夫 

色を使って、一目で分かるようにし

ている。 

学級全体に周知できるように、 

掲示する。提出しなくてはい 

けないものを色づけし、情報 

を伝わりやすくしている。 

学年の生徒が目にする渡り廊下に作品を掲示し、意欲が高まるようにしている。 
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日直の仕事をカードで提示し、何をや

ったらよいか確認しながら進める。 

マグネットカードを用意し、 

簡単に連絡ができるように 

している。 

手順を分かりやすく提示 

＜支援学校＞ 

事務室や職員室の入り口に掲示しておくと、礼儀作法のスキルが身につきやすく

なる。戸惑うことなく、動作や言葉で表すことができる。 
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め 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境作りの事例 

片付けや整理に関する例① 

かばんの入れ方を写真と文字

で提示している。ポイントを

明確にすることで、整然とし

たロッカーとなる。 

 

片付けや整理に関する例② 

清掃の手順を明示し、誰が当

番になっても、ポイントを確

認して清掃することができ

る。カードを用意することで、

教師も確認することができ

る。 

実際のロッカーの様子 
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場所に関する掲示 

特別教室や各学年の教室の場

所が分かりやすくなる。場所

が覚えにくい生徒だけでな

く、来校者にとっても分かり

やすい。 
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掲示物の統一 

小・中連携 

小学校と中学校で掲示物の

内容を統一する。学年齢に

合わせて標記の仕方を工夫

する。 
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４ 高等学校の実践例 

 

 

 

 

板書の内容をプリントにし、重要な部分のみ記入すれば良いようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイリング用の穴をあらかじめあけておいたプリントを配布している。 

  

 

授業作りの事例 

穴埋めのプリント 

ファイリング用 
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6 面のコートごとに支柱やネットの色づけをしている。準備や片付けを円滑に進める

ことができる。 

 

 

 

時間内にノートへ写すことができる板書内容にする。 

 

 

 

タイマーを表示し、活動時間を 

視覚化する。 

 

 

視覚化の工夫 

板書の工夫 

時間の表示 
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不必要な記載や掲示をなくし、整然とさせる。 

テスト範囲、提出物、提出期限を掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各階段に案内板を設置し、教室移動がスムーズにできるようにする。 

環境作りの事例 

校内案内板の設置 

後方黒板の活用 
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入室のモデルを提示する。 

 

 

 

入学前に本人へ「得意なこと、苦手なことについて」のアンケートを実施する。 

生徒の様子を把握することに役立つ。記入方法を丁寧に説明したり、ふりがなを 

ふったり、配慮がある。 

その他 

得意・苦手アンケート 

入室方法の掲示 


